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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】製造に大きな動力と定期的なメンテナンスとが

不要で、小型化が容易であり、高精度の温度制御技術が

不要であって、生体組織に直接接触するような医療分野

への応用が容易であり、低濃度水溶液(例えば、１ｗｔ

％以下の低塩分濃度)又は真水を用いた氷スラリーを生

成できる氷スラリー製造装置等を提供する。

【解決手段】バルブ２４を閉とした後のプランジャーポ

ンプ２０による加圧により氷スラリー生成部１０内を所

定の加圧状態に維持し、熱交換器２８等の熱交換手段に

よる水槽部２７内の冷却により氷スラリー生成部１０内

の対象溶液Ｌｉｑが常圧における凝固点以下の温度で且

つ所定の加圧状態における凝固点以上の温度に保持した

後、バルブ２４を開として流出管２３等からドレンタン

ク２６へ対象溶液Ｌｉｑを排出し、氷スラリー生成部１

０内を常圧へ減圧することにより、氷スラリー生成部１

０内の対象溶液Ｌｉｑを凝固させて氷スラリーを製造す

る。

【選択図】図２
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